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 １  

はじめに 

 

 

教育に関する事務の管理及び執行の状況については、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第26条第１項により、教育委員会は、毎年、点検及び評価を行い、その結果に関す

る報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないと規定されて

おります。 

また、第26条第２項により、教育委員会はその点検及び評価を行うに当たっては、教育に

関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとすると規定されております。 

今回、桑名市教育委員会では、野田敦敬氏（愛知教育大学学長）、髙木直人氏（名古屋学

院大学経営学部教授）の２名の方から、事務の課題や改善策について、様々なご意見をいた

だきながら、この報告書の作成を行いました。 

桑名市教育委員会では、「桑名市教育大綱」をもとに、令和２年度からの５年間の桑名市

教育振興基本計画にあたる「くわなっ子教育ビジョン」を策定しました。今回は、この「く

わなっ子教育ビジョン」を基に行う５回目の点検・評価となります。 

少子高齢化、グローバル化、情報化といった社会情勢が大きく変化する中、こうした時代

や社会の変化に対応する次世代を担っていく子どもたちのためにも、このような点検・評価

を行い、より良い教育行政を行うことで、夢を持ち、その夢に向かって努力する子どもの支

援に活かしていきたいと考えます。 
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教育委員会の活動について 

 

■教育委員会構成員（令和７年３月末時点） 

教育長 加藤 眞毅 

教育長職務代理者 松岡 守 

委員 安藤 智里 

委員 平野 智美 

委員 服部 岳 

 

■教育委員会開催状況 

会議・開催日 審議事項・協議事項 

４月定例会 

４月19日（金） 

≪審議事項≫  

・議案第11号 六華苑保存整備指導委員会要綱の制定について 

＜協議事項＞ 

 なし 

５月定例会 

５月22日（水） 

≪審議事項≫ 

なし 

＜協議事項＞ 

・桑名市小学校給食業務委託検討委員会の協議内容について 

・令和６年６月桑名市議会定例会提出議案に係る意見聴取について 

・教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検評価について 

６月定例会 

６月26日（水） 

≪審議事項≫  

・議案第12号 桑名市就学援助条例施行規則の一部改正について 

＜協議事項＞ 

・次期くわなっ子教育ビジョンの計画期間の延長について 

・教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検評価について 

７月定例会 

７月31日（水） 

≪審議事項≫ 

・議案第13号 令和７年度使用中学校教科用図書の採択について 

＜協議事項＞ 

・台風・地震警戒時等における園児・児童・生徒の登下校(園)の指導ならびに授業実施に

ついての一部改正について 

８月定例会 

８月26日（月） 

≪審議事項≫ 

・議案第14号 桑名市大山田コミュニティプラザ条例施行規則等の一部改正について 

＜協議事項＞ 

・台風・地震警戒時等における園児・児童・生徒の登下校(園)の指導ならびに授業実施に

ついての一部改正について 

・令和６年９月桑名市議会定例会提出議案に係る意見聴取について 
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会議・開催日 審議事項・協議事項 

９月定例会 

９月25日（水） 

 

≪審議事項≫ 

・議案第15号 桑名市立学校職員の過重労働による健康障害防止のための対策実施要綱

の一部改正について 

・議案第16号 桑名市長島地区幼稚園通園バス利用要綱の一部改正について 

＜協議事項＞ 

 なし 

10月定例会 

10月30日（水） 

≪審議事項≫ 

 なし 

＜協議事項＞  

 なし 

11月定例会 

11月26日（火） 

≪審議事項≫ 

・議案第17号 桑名市立小学校及び中学校の就学に関する規則の一部改正について 

・議案第18号 令和７年度教職員人事異動基本方針について 

＜協議事項＞ 

・令和６年12月桑名市議会定例会提出議案に係る意見聴取について 

・桑名市教育振興基本計画「くわなっ子教育ビジョン」の成果指標の見直しについて 

・小中学校卒業式告辞（案）について 

12月定例会 

12月23日（月） 

≪審議事項≫  

 なし 

＜協議事項＞ 

・小中学校卒業式告辞（案）について 

・多度地区小中一貫校整備事業について 

・学校給食について 

１月定例会 

１月31日（金） 

≪審議事項≫ 

 なし 

＜協議事項＞  

・学校給食について 

２月定例会 

２月18日（火） 

≪審議事項≫ 

・議案第１号 教職員人事（案）について 

＜協議事項＞  

・令和７年３月桑名市議会定例会提出議案に係る意見聴取について 

３月臨時会 

（書面開催） 

≪審議事項≫ 

・議案第２号 桑名市教育委員会事務局内部組織規則等の一部改正について 

・議案第３号 桑名市教育委員会職務権限規程及び桑名市教育委員会文書管理規程の一

部改正について 

・議案第４号 桑名市青少年補導運営協議会規程等の一部改正について 
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会議・開催日 審議事項・協議事項 

３月定例会 

３月2７日（木） 

 

≪審議事項≫ 

・議案第５号 桑名市公共施設予約システムの利用に関する規則の一部改正について 

・議案第６号 桑名市大山田コミュニティプラザ運営要綱等の一部改正について 

・議案第７号 桑名市教育委員会関係事業補助金等交付要綱の一部改正について 
・議案第８号 松平一統墓所調査委員会設置要綱の制定について 

・議案第９号 桑名市立小中学校の管理運営に関する規則の一部改正について 

・議案第10号 桑名市立幼稚園の管理運営に関する規則の一部改正について 

・議案第11号 桑名市立幼稚園預かり保育実施要綱の一部改正について 

・議案第12号 桑名市高等学校等進学奨励金支給条例施行規則の一部改正について 

・議案第13号 桑名市教育研究所運営協議会要綱の制定について 

＜協議事項＞ 

・台風・地震警戒時等における園児・児童・生徒の登下校(園)の指導ならびに授業実施に

ついての一部改正について 

定例会 12 回  臨時会（書面開催）１回 

 

■教育委員会教育施設視察状況 

視察日 施設名等 内容 

令和６年10月30日（水） 多度地区小中一貫校建築現場 現地視察 

 

■教育委員会 その他の活動 

活動日 内  容 

令和６年７月１1 日（木） 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の 

点検評価に係る有識者意見聴取会 

令和６年７月 31 日（水） 第１回桑名市総合教育会議 

令和６年８月９日（金） 三重県市町教育委員会教育委員等研修会 

令和６年11月７日（木） 三重の教育談義 

令和７年１月31日（金） 第２回桑名市総合教育会議 
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令和６年度 施策評価シート 

―８つの基本方針― 

基本方針Ⅰ 「確かな学力の定着と向上」 

基本方針Ⅱ 「豊かな心の育成」 

基本方針Ⅲ 「健やかな体の育成」 

基本方針Ⅳ 「チームでの指導力向上」 

基本方針Ⅴ 「教育環境の整備」 

基本方針Ⅵ 「地域とともにある学校づくり」 

基本方針Ⅶ 「文化・スポーツの振興」 

基本方針Ⅷ 「生涯学習の推進」 

 

※ これらの基本方針は、令和２年度策定の「くわなっ子教育ビジョン」（令和２    

年度から令和６年度までの５年間の基本計画）によるものです。 

 

《 「くわなっ子教育ビジョン」改訂にあたって大切にしたこと 》 

 

① 義務教育９年間の「学び」と「育ち」をつなぐ小中一貫教育の考え方を中

核に据え、「桑名市教育大綱」の基本理念と８つの基本方針を具現化する目

的で、23 の具体的施策を設定しました。 

② 「豊かな心」と「健やかな体」についてより具体的に取り組むため、各々の

基本方針を設定しました。 

③ 小中一貫教育の柱の一つである「チームでの対応」に合わせて、基本方針

の一つに「チームでの指導力向上」を設定しました。 

④ 具体的施策ごとに、原則子どもの姿や意識をもとにした成果指標と、令和

６年度における目標値を設定しました。 

⑤ 年度末には、今年度の成果指標数値と目標値を比較しながら取組の評価を

し、次年度の見通しを持ちながら取組を推進します。 

⑥ 目標値については、現状値が上回ったとしても、原則変更しないものとし、

以後、取組の質のさらなる向上に努めます。 
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Ⅰ．統括意見 
 令和２年度から令和６年度事業のくわなっ子教育ビジョンが５か年計画で実施された。

今回は、この５年間を振り返りも含め、令和６年度（令和５年度事業）の桑名市教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況に関する点検評価報告書に対する意見を以下に

まとめた。 
 
１ 令和２年３月に策定された「くわなっ子教育ビジョン」（令和２年度から令和６年度）

で設定された８つの基本方針の実現のために、各方針でいくつかの施策を実施し、５年が

経過し、最終年度を迎えた訳であるが、全体的には各基本方針は着実に実施できている。 
 
２ 委員になり毎年、点検・評価報告は、実際に行われた結果の真実が書かれていることが

重要であり、市民が読んでもわかりやすい内容でなければならないと指摘してきた。この

点に関しては、ものすごくわかりやすい報告書に改善されたと思う。 

 

３ この成果報告書は、特に、市民から活動内容についての理解を得られる報告説明が重要

であり、全体的に取り組まれてきた事業に関しても、しっかりと実施されていることの記

載が重要である。この点に関してもかなりの改善がなされてきている。 

 

４ 令和２年度以前の報告書と比較し、報告書は、年々内容に工夫が施されており、掲載方

法を改善されていた箇所も増えた。評価報告書を全体的に見て、年々掲載方法は改善され

ている。 
 

５ 令和２年度からの報告書を読んで、コロナの影響を受けながらも、よく努力をされてい

ると感じている。コロナ禍の中での活動は予想以上に大変であったと思われるが、教育員

会の活動はかなり評価できるものと感じている。 

 

６ コロナの影響で厳しい状況の中でも学校現場、教育委員会等のモチベーションをさら

に上げるためにかなりの努力をなされていた。この５年間の活動の中で、よい結果を得た

項目については謙虚になりすぎず、遠慮せずに掲載することが望ましいと考えている。 

 

７ 多様な子どもたちの育ちを支援するために、スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカー、ＩＣＴ支援員、特別支援コーディネーター、学校看護師、外国人教育協力員、

スクールパートナーなど多様な支援人材を配置できている点は、財政状況厳しき折大い

に評価できる。 
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８ 相互連携協定を締結した大学の専門的知見を活用し、施策の課題解決に向けて取り組

んでいることは、新な方向であり、今後は多くの施策での広がりを期待している。 

 

９ 計画完成年度（令和６年度事業）に関しては、令和２年度に設定した目標数値よりも、

ほとんどの項目において、数値はかなり目標に達している。ただ、数値が低い部分につい

ては、今後の課題として、その目標数値が適切であったかを考えながら、より詳しい原因

分析を実施し、より具体的な目標数値とその対策案を検討していただきたい。 

 

 

Ⅱ．個別意見 

次に事業項目別に若干の意見を述べる。 

 

基本方針Ⅰ 「確かな学力の定着と向上」 

○ 獲得した知識・技能の習得と活用する力の育成に関しては、最も重要な部分であること

から、昨年度同様に、ある程度の成果を出すことができていると思われる。この部分に関

しては、今後も今以上に力を入れて取り組んでいただきたい。 

 

○ 施策１については、「授業改善10箇条」を示し、取り組んでいることは評価できる。特に、

第９条の板書ＩＣＴ機器普及に伴い、軽視されがちであるので、板書計画を立てて授業に

臨むことを期待したい。成果指標から、「主体的・対話的で深い学び」が実現できている

ことが分かる。 

 

○ 施策２については、学校基本調査によると、特別支援学級に在籍する児童生徒数（公立

小中学校）は、平成元年から令和５年の間に約 4.6 倍になっている。学級数急増に伴い経

験の浅い担当教員はもとより、全ての教員が特別支援教育についての知識や技能を習得

することは重要であると考える。また、学校看護師に加え、巡回指導看護師を２名配置し

たことは評価できる。 

 

○ 施策３については、学校基本調査によると、日本語指導が必要な児童生徒数（公立小中

学校）は、平成13年から令和３年の間に約2.6倍になっている。特に、散在化や高校進学

等への対応が課題である。進学については、「進路ガイダンス」の開催を通して、参加者

に安心感を抱かせたことは評価できる。 

 

○ 施策４については、公立幼稚園との連携は割合容易であるが、圧倒的に多い私立幼稚

園・保育園・こども園等と連携して推進することは難しく成果指標も思わしくない。連携

の進め方について検討する必要がある。 
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○ 施策５については、英語支援員、外国語指導助手を配置し、「Small Talk」を展開し、

成果があがっていることが、成果指標から判断できる。 

 

 

基本方針Ⅱ 「豊かな心の育成」 

○ 「豊かな心の育成」を行うための４つの柱である、「道徳教育の推進」「人権教育の充実」

「いじめをなくす取組の推進」「不登校児童生徒への支援」に関しては、毎回意見として

取り上げているが、将来の桑名を担っていく人材を育成するためには重要である。桑名市

で起こっている問題に関しては、地元に住んでいる子どもたちが、近い将来、その問題を

解決することになる。すなわち、早い段階から、現代社会が抱えている問題点をしっかり

と学ばせておくことが重要と思われる。 

 

○ 施策２については、人権意識啓発の取組が浸透している様子が、成果指標から判断でき

る。 
 
○ 施策３については、成果指標から傍観者的な態度を取ってしまう生徒の割合が目標値

とは乖離しており、施策２の①の成果指標の結果とは違っており、さらなる分析や手立て

の必要を感じた。 
 
○ 施策４については、不登校児童生徒数は全国では30万人を超え急増している。桑名市も

例外ではないが、要因も様々で絡み合っている傾向があると認識している。専門家との連

携を取りながら、その子にあった居場所づくりに努めてほしい。 

 

 

基本方針Ⅲ 「健やかな体の育成」 

○ 生活様式や家庭環境の変化によって、子どもたちの健やかな体つくりは重要である。そ

の点を考えて、「体力を向上させる取組の推進」と「食育の推進」に関しては、大変重要

と考える。今後も子どもたちにとって、これからの社会を生き抜くための「体力」と「正

しい食」とは何かを継続的に考えさせてほしい。 

 

○ 施策１については、体育科授業におけるＩＣＴ機器の活用の効果が実感できる数値で

あろう。更なる体力増進及び安全な体育環境確保のために、各学校の体育館への早期のエ

アコン設置を望むところである。 

 

○ 栄養教諭による巡回指導が毎年一定の成果をあげていると感じられた。今後も食育教

育に力を入れて欲しい。 
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基本方針Ⅳ 「チームでの指導力向上」 

○ 学校における仕事は拡大・多様化してきている。このような状況を乗り切るためにも、

「学校組織力の向上」と「教員研修の充実」を行うことが重要である。一人で問題を解決

するのではなく、学校組織として複雑な問題を解決できる状態を作り上げることが必要

である。今後もより、児童・生徒に適切な指導力とは何かを考えながら、「チームでの指

導力の向上」「教諭の能力開発」を積極的に行ってほしい。 

 

○ 施策１については、「チーム担任制」は、全国でも新しい取組であり、保護者からの評

判も良いとのことであるので、今後はその成果と課題を検討し、発信してほしい。 
 

 

基本方針Ⅴ 「教育環境の整備」 

○ 教育環境の変化（園児、児童、生徒指導の多様化）に対応できるように、一人の教員で

問題を抱え込むことなく、専門家などの意見を取り入れることは重要であろう。特に「教

育相談体制の充実」「小規模校対策」「安全対策」に関しては、園児、児童、生徒が安心し

た学校生活をおくれるために整備していただきたい。 

 

○ 施策１については、様々な支援スタッフを配置し、多様な子どもや家庭への対応が充実

している。 
 

 

基本方針Ⅵ 「地域とともにある学校づくり」 

○ 桑名を大切にする子どもの育成に関しては、これからさらに重要な課題となるであろ

う。地域住民と学校の関係を大切にし、子どもたち自身が主体的になり、地域社会と積極

的に関わっていける人材の育成に努めていただきたい。 

 

○ 施策１については、成果指標は目標値を大きく上回っており評価できる。今後も「総合

的な学習の時間」を活用し、地域と共創して子どもたちの健やかな成長を支えてほしい。 
 

 

基本方針Ⅶ 「文化・スポーツの振興」 

○ さらに、スポーツ面においては、「だれでもスポーツに親しみ、健康に暮らせるまち桑

名」の実現を目指していただきたい。また、文化事業への参加者数が伸び悩んでいる部分

もあるが、それなりに一定の成果を出していると評価できる。 
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○ 施策３については、成果指標の数値が目標値にまで届いていない。来年度は、愛知県を

中心にアジア競技大会及びアジアパラ競技大会が開催されるので、これらと連携しなが

ら参加者数の向上を図るのも一つの手だてではないかと考える。 

 

基本方針Ⅷ 「生涯学習の推進」 

〇 今後も、市民が参加しやすい環境整備活動（講座の内容など）を推進していただきたい。

これからも、高齢者と障害のある方が参加しやすいように環境を整備してほしい。 
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○次年度以降の桑名市教育振興基本計画（くわなっ子教育ビジョン）の方向性 

 

１ 次期桑名市教育振興基本計画策定の本旨 

 教育基本法第１７条第２項において、地方公共団体は国の教育振興基本計画を参考にしつ
つ、その地域の実情に応じ、教育施策に関する基本的な計画を定めるよう努めるものとされ
ている。 

桑名市教育振興基本計画（くわなっ子教育ビジョン、以下教育ビジョン）は、教育基本法
第１７条第２項に規定する「当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基
本的な計画」として、市の総合計画や教育大綱を受けて、本市における教育目標及び取り組
むべき施策の基本的な方向性と主な施策を示すものとなっている。現行の教育ビジョンの計
画期間が、令和７年３月末（令和６年度末）となっているため、新たな教育ビジョン策定に
向けて準備を進める必要がある。 

 
２ 本市の状況 

現行の教育ビジョンが令和６年度末をもって計画期間が終了するに伴い、本来であれば、
すでに次期教育ビジョンの策定に向けて動きをつくるところであったが、上位計画である市
の総合計画及び教育大綱の案が示されていない状況が続いたため、当面は現行の教育ビジョ
ンを継続することとした。 

その後、令和７年３月に⼊り、議会全員協議会にて、「市の総合計画は延⻑せず、また新し
い計画も策定しない予定である」ことが報告された。 

これを受けて、教育委員会としては、現行の教育ビジョンが現状の社会情勢とそぐわない
部分も出てきていることから、今後の教育分野における中⻑期的視点に⽴った本市の目指す
べき姿と進むべき方向性を定めるため、速やかに次期教育ビジョンの策定に向けて準備を進
めることとした。 
 
３ 策定にあたっての考え方 
（１）国の「第４期教育振興基本計画」及び「三重県教育大綱」「三重県教育ビジョン」を参

酌するとともに、次期学習指導要領の改訂に向けた動きを注視するなど、国の最新の情
報を取り⼊れながら２年間をかけて策定作業を行う。 

（２）１年目は、策定の趣旨、基本方針、基本施策等の骨子について検討を重ね、教育ビジ
ョンの大枠を固める。２年目は、各基本施策、主な取組内容、成果指標等、具体的な中
身について検討を重ね、完成に向けて細部を整えていく。 

（３）園・学校教育関係者はもとより、学識経験者や学校運営協議会（保護者・地域住⺠等）
の意見を取り⼊れたり、パブリックコメントを募集したりするなど、策定プロセスで多
くの市⺠が関わる機会を設定する。 
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４ 検討体制 
  園・学校教育関係者、学識経験者からなる「教育ビジョン策定委員会」を設置し、様々

な視点から幅広い意見をいただくとともに、内部検討組織である「教育ビジョン検討会」
において適宜検討を進める。 

  さらに、市の方向性と整合を図るため、適宜、桑名市総合教育会議でも協議を行ってい
くこととする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 次期桑名市教育振興基本計画の実施 
 ・令和７年度から２年間をかけて策定作業を行い、令和９年度から５年間を新たな桑名市

教育振興基本計画（くわなっ子教育ビジョン）の実施期間とする。 
 ・策定作業にあたっては、現行教育ビジョンの５年間の総括を踏まえたものとする。 
 
６ 来年度以降の点検及び評価について 
  ・現行の教育ビジョンを２年間延⻑することに伴い、「点検・評価」も現行の教育ビジョ

ンに基づき継続して実施していく。 
  ・成果指標については、令和６年度に見直しを図ったため、令和７年度、令和８年度の

２年間については、新たな成果指標のもと「点検・評価」を実施していく。 
 
 
 

総合教育会議 


